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原子力機構 
原子炉でも利用されているニオブ(Nb)の中性子断面積の高精度化を目指し、J-PARC・MLF・ANNRI におい

て、ゲルマニウム検出器およびリチウムガラス検出器を用いて、93Nb の中性子捕獲断面積および全断面積の

測定を行った。400 eV 以下の中性子エネルギーの領域で得られた 93Nb の共鳴に対して、共鳴解析コード

REFIT を用いて解析し、共鳴パラメータを導出した。 
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＜緒言＞ Nb はステンレス鋼の添加物として構造材に含まれるとともに、Zr-Nb 合金は燃料被覆管の材料と

して用いられており、原子炉内に一定量存在している。Nb の安定同位体は 93Nb のみであり、この 93Nb の中

性子捕獲で生成される 94Nb の半減期は約 2 万年と長く、長期的な放射化の要因の一つとなる[1]。したがっ

て、この放射化量の評価には精度の高い核データが求められる。しかしながら核データの中から過去の断面

積測定について調べてみると、直近の Wang et al.[2]や Drindak et al.[3]の測定で求められた共鳴パラメータに

は、他の安定同位体からの影響がないにも関わらず、差異が見られた。そこで本研究では断面積の高精度化

を目指し、93Nb の中性子捕獲断面積および全断面積を測定した。 

 

＜実験＞ 測定は大強度陽子加速器施設(J-PARC)の物質・生命科学

実験施設(MLF)にある中性子核反応測定装置(ANNRI)で中性子飛行

時間測定法を用いて行なった。全断面積は中性子透過率から得ら

れ、透過率の測定にはリチウムガラス検出器を用い、3 mm 厚と 10 

mm 厚の試料を使用した。また中性子捕獲断面積の測定では 4 mm

φ、0.4 mm 厚の試料からの即発ガンマ線を、ゲルマニウム検出器

で測定し、波高重み法 (PHWT)[4]により断面積を導出した。中性子

捕獲断面積および透過率測定では、金の共鳴エネルギーから中性子

のエネルギーを決定した。 

 

＜結果＞ 得られた透過率および中性子捕獲断面積をそれぞれ図

1 および図 2 に示す。これらの結果を共鳴解析コードの REFIT[5]で

解析し、各共鳴に関する共鳴パラメータを導出した。本講演では断

面積測定の詳細とその結果について報告する。 
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図 1 各厚みでの透過率 

図 2 PHWT により導出した 93Nb

の中性子捕獲断面積 
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